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活性型ビタミン D(VitD)の投与が行われているが、その VitD の筋肉への影響を報告し
たものは少ない。 





四肢切断・立位保持困難患者を除外し、1 年間追跡可能であった 68 名(男性 28 名・女
性 40 名)とした。対象を VitD 投与のない Control 群(26 名)と VitD を投与した VitD 群
(40 名)に分け、病歴・透析条件・身体測定項目・血液生化学検査および主要評価項目
である筋肉量と健康関連 QOL を研究開始時と 1 年後に調査・測定した。筋肉量は、
バイオインピーダンス法を利用したデュアル周波数体組成計 DC320（タニタ）を用い
て、週初めの透析前に測定した。健康関連 QOL の評価は MOS 36-Item Short-Form 
Health Survey(SF-36)によるアンケート調査にて行った。解析は SPSS v.11.0 を用いて、




結   果 
研究開始時、コントロール群と VitD 群で、平均年齢、透析歴、体重、BMI、Muscle 
percentage に有意差は認めなかった。一方、生化学検査では VitD 群で有意に血清補正
カルシウム(Ca)・intact-PTH(iPTH)が高値を示し、総コレステロールは低値であった。
1 年後でも 2 群間では同様に、Ca、リン、iPTH、総コレステロールに有意差を認めた
が、筋肉量や Muscle percentage の変化量には有意差を認めなかった。 
次に男女別に解析を行ったところ、男性において、Muscle percentage の変化量は、コ
ントロール群:-0.90±1.60%、VitD 群:0.63±1.26%と VitD 群で有意に増加していたが、
女性ではコントロール群:-0.20±1.0%、VitD 群:-0.20±1.40%と有意差を認めなかった。
さらに、多変量ロジスティック回帰分析で Muscle percentage の増加に関与する因子を
解析したところ、男性においてのみ、VitD 投与は独立した Muscle percentage の増加因
子であった。 
健康関連 QOL に関しては、対象全体では physical functioning(PF)が研究開始 1 年後に
コントロール群で有意に低下していたが、VitD 群では、各項目で有意差は認めなかっ














れた男性では、研究前後で MH の低下を認めた。その理由としては、高 Ca 血症が透
析患者の MH を低下させるという報告もあることから、1 年後の Ca 値の有意な上昇
も一因と考えられた。 
以上の結果より、血液透析患者における VitD 投与は、二次性副甲状腺機能亢進症の
治療薬としてのみならず、筋肉量や QOL の維持に有効である可能性が示唆された。 
 
 
 
